
一
． 

地
域
研
究
を
支
え
る
要
件

　

新
入
生
や
研
究
者
向
け
に
「
私
が
薦

め
る
本
」
と
い
っ
た
エ
ッ
セ
イ
を
頼
ま

れ
た
時
に
は
、
古
典
や
本
人
に
近
い
研

究
分
野
で
感
銘
を
受
け
た
本
を
紹
介
す

る
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
こ
で
は
少
し
趣
向
を
変
え
て
、

私
が
地
域
研
究
者
（
を
志
す
ひ
と
）
に

ぜ
ひ
と
も
読
ん
で
ほ
し
い
と
思
う
も
の

を
三
冊
ほ
ど
取
り
上
げ
た
い
。

　

私
が
「
地
域
研
究
者
」
に
必
要
不
可

欠
だ
ろ
う
と
思
う
要
件
は
四
つ
あ
る
。

①
何
で
も
知
り
た
い
と
い
う
知
的
好
奇

心
。
②
好
奇
心
を
満
た
す
た
め
の
調
査

を
実
施
す
る
行
動
力
と
調
査
を
設
計
す

る
構
想
力
。
③
見
た
こ
と
、
聞
い
た
こ

と
、
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
整
理
し
、
こ

れ
に
筋
道
を
与
え
る
論
理
構
成
力
。
④

以
上
の
三
つ
を
支
え
る
体
力
。
こ
れ
ら

四
つ
の
要
件
が
揃
っ
て
、
は
じ
め
て
地

域
研
究
は
成
立
す
る
。
そ
う
し
た
要
件

を
見
事
に
示
す
本
が
次
の
三
冊
で
あ

る
。

二
． 

久
米
邦
武
編
・
田
中
彰
校
注

『
特
命
全
権
大
使　

米
欧
回

覧
実
記
』
全
五
冊
、
岩
波
文

庫
、
一
九
七
九
年
（
原
著
は

一
八
七
八
年
）。

　

日
本
人
が
書
い
た
海
外
研
究
の
古
典

で
白は

く

眉び

が
、「
岩
倉
使
節
団
」
の
記
録

を
と
り
ま
と
め
た
『
特
命
全
権
大
使　

米
欧
回
覧
実
記
』
で
あ
る
。
著
者
は
久

米
邦
武
（
当
時
は
太
政
官
少
書
記
）。

一
八
七
一
年
一
二
月
に
横
浜
港
を
で
た

一
行
は
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド

イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ロ
シ

ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
、ス
イ
ス
の
一
二
カ
国
を
回
り
、

目
に
触
れ
る
も
の
、
耳
に
し
た
も
の
す

べ
て
を
記
録
し
た
う
え
で
、
一
八
七
三

年
九
月
に
帰
国
し
た
。

　

使
節
団
の
メ
ン
バ
ー
は
団
長
が
右
大

臣
岩
倉
具
視
（
四
七
歳
）、
副
使
が
参

議
木
戸
孝
允
（
三
九
歳
）、
大
蔵
卿
大

久
保
利
通
（
四
二
歳
）、
工
部
大
輔
伊

藤
博
文
（
三
一
歳
）
な
ど
で
、
洋
行
経

験
の
あ
る
書
記
官
、
随
行
者
を
合
わ
せ

る
と
五
〇
名
、
平
均
年
齢
三
〇
歳
と
い

う
若
い
集
団
で
あ
っ
た
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
岩
倉
使
節
団
が
帰

国
し
て
五
年
目
に
、
全
一
〇
〇
巻
の
報

告
書
を
政
府
に
提
出
し
て
い
る
点
で
あ

る
。
こ
の
報
告
書
は
初
版
五
〇
〇
部
で

一
般
の
人
々
向
け
に
も
刊
行
さ
れ
、
最

終
的
に
は
三
五
〇
〇
部
（
四
刷
）
が
売

れ
た
と
い
う
。
当
時
の
出
版
事
情
を
考

え
る
と
驚
く
べ
き
数
字
で
あ
り
、
そ
れ

だ
け
国
民
は
海
外
に
関
す
る
情
報
を
渇

望
し
て
い
た
と
言
え
る
。
岩
波
文
庫
版

は
こ
の
報
告
書
を
復
刻
し
た
も
の
で
あ

り
、
各
巻
に
田
中
彰
に
よ
る
詳
細
な
校

注
と
解
説
、
そ
し
て
旅
行
日
程
が
加
え

ら
れ
て
い
る
。

　

岩
波
文
庫
版
は
、
全
部
で
二
一
〇
〇

ペ
ー
ジ
に
も
達
す
る
が
、
と
に
か
く
面

白
い
。
そ
し
て
、
編
者
で
あ
る
久
米
の

旺
盛
な
好
奇
心
、
行
動
力
、
鋭
い
観
察

力
に
舌
を
巻
く
。
地
域
研
究
者
と
は
ま

さ
に
か
く
あ
る
べ
し
と
思
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
な
お
、岩
倉
使
節
団
の
目
的
は
、

先
の
報
告
書
の
出
版
計
画
に
添
え
ら
れ

た
次
の
一
文
に
す
べ
て
が
言
い
尽
く
さ

れ
て
い
る
。

「
政
俗
ヲ
観
レ
ハ
人
種
ニ
遡
リ
、
地
理

ヲ
観
レ
ハ
運
漕
ニ
及
ホ
シ
、野
ニ
農
牧
、

山
ニ
礦
坑
、
都
邑
ニ
製
作
商
売
ノ
景
況

ヲ
采
訪
シ
、
其
他
人
民
ノ
居
所
生
計
教

育
ノ
模
様
ス
ベ
テ
我
士
農
工
商
ノ
生
業

ニ
注
意
ス
ヘ
キ
コ
ト
ハ
懇
ニ
記
載
シ
、

併
セ
テ
各
都
官
衙
ニ
ツ
キ
文
治
武
備
ノ

制
度
ヲ
察
シ
、
緊
要
ノ
所
ニ
ハ
政
治
、

法
律
、
統
計
、
歴
史
及
ヒ
理
学
、
化
学
、

重
学
ノ
諸
書
ヲ
参
考
シ
、
実
際
ト
理
論

ト
ヲ
兼
ネ
、
之
ヲ
東
洋
西
洋
ノ
異
同
に

稽
へ
、
一
一
ニ
論
辨
ヲ
加
ヘ
タ
リ
」

　

要
す
る
に
、
欧
米
諸
国
の
政
治
経
済

社
会
を
「
丸
ご
と
理
解
す
る
」
と
い
う

姿
勢
で
あ
る
。
こ
の
姿
勢
は
地
域
研
究

の
基
本
だ
と
私
は
思
う
。
対
象
を
細
分

化
す
る
の
で
は
な
く
、
で
き
る
だ
け
詳

細
に
観
察
し
記
録
し
分
析
す
る
。
そ
の

お
手
本
が
こ
の
本
に
は
あ
る
。

アジ研流
読書案内

―研究者が薦める3冊

地
域
研
究
を
志
す
研
究
者
への
読
書
案
内

―
好
奇
心
・
構
想
力
・
論
理
力
・
体
力

末
廣　

昭

特　　集
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三
． 

立
花
隆
『
サ
ル
学
の
現
在　

The Frontiers of Prim
atol-

ogy

』
平
凡
社
、一
九
九
一
年
。

　

立
花
隆
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
は
、

テ
ー
マ
の
選
択
、
聞
き
取
り
の
作
法
、

事
前
の
情
報
の
仕
込
み
、
調
査
結
果
の

整
理
の
仕
方
の
い
ず
れ
を
と
っ
て
も
第

一
級
の
仕
事
で
あ
り
、
地
域
研
究
者
に

と
っ
て
は
す
ぐ
れ
た
手
引
書
に
な
る
。

田
中
角
栄
研
究
や
日
本
共
産
党
研
究
が

有
名
で
あ
る
が
、
地
域
研
究
者
に
と
っ

て
刺
激
に
満
ち
た
本
は
、『
農
協
』（
一

九
八
〇
年
）
と
『
サ
ル
学
の
現
在
』
の

二
冊
で
あ
る
。

　

後
者
の
本
の
構
成
は
、
序
章
、
⑴

フ
ィ
ー
ル
ド
の
発
見
、
⑵
ヒ
ト
に
せ
ま

る
、
⑶
知
ら
れ
ざ
る
社
会
生
態
、
⑷
な

ぜ
子
殺
し
か
、
⑸
ヒ
ト
は
ど
こ
か
ら
来

た
か
、⑹
分
子
か
ら
見
た
霊
長
類
進
化
、

終
章
の
サ
ル
か
ら
ヒ
ト
へ
の
社
会
進
化

で
あ
る
。
テ
ー
マ
ご
と
に
、
前
半
で
は

立
花
に
よ
る
研
究
動
向
や
研
究
の
ポ
イ

ン
ト
の
紹
介
が
あ
り
、
後
半
で
は
立
花

が
二
五
名
の
研
究
者
に
行
っ
た
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
記
録
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
サ
ル
学
な
の
か
。

「
人
間
性
と
は
何
か
、
ヒ
ト
と
動
物
を

区
別
す
る
も
の
は
何
か
を
知
る
た
め
に

は
、
サ
ル
の
サ
ル
性
を
知
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」。
そ
の
意
味
で
、
霊
長
類

研
究
は
す
ぐ
れ
て
人
間
学
の
総
合
的
研

究
で
も
あ
る
、
と
い
う
の
が
立
花
の
主

張
で
あ
る
。
日
本
の
霊
長
類
研
究
は
世

界
に
誇
り
う
る
参
与
観
察
型
の
研
究
の

典
型
で
あ
る
。
同
時
に
、
サ
ル
学
は
最

先
端
の
遺
伝
子
工
学
や
脳
科
学
、
社
会

学
な
ど
の
研
究
者
が
結
集
す
る
、
デ
ィ

シ
プ
リ
ン
を
超
え
た
文
理
融
合
型
研
究

の
典
型
で
も
あ
る
。
総
合
性
、学
際
性
、

参
与
観
察
の
い
ず
れ
を
と
っ
て
も
、
地

域
研
究
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

　

本
書
は
七
〇
〇
ペ
ー
ジ
（
そ
れ
も
二

段
組
み
）
を
超
え
る
大
部
の
本
で
あ
る

が
、
本
の
厚
さ
が
ま
っ
た
く
苦
に
な
ら

な
い
面
白
さ
と
刺
激
に
満
ち
て
い
る

（
の
ち
文
春
文
庫
）。
サ
ル
学
の
研
究
者

の
好
奇
心
、
驚
き
の
ア
イ
デ
ィ
ア
、
素

晴
ら
し
い
行
動
力
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
彼
ら
か
ら
研
究
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を

引
き
出
そ
う
と
す
る
立
花
の
好
奇
心
の

旺
盛
さ
と
情
報
の
事
前
仕
込
み
の
周
到

さ
に
圧
倒
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
巻
末

文
献
に
は
日
本
語
と
英
語
を
合
わ
せ
て

一
八
九
点
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

四
． 

小
池
和
男
・
洞
口
治
夫
編『
経

営
学
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
リ

サ
ー
チ
：〈
現
場
の
達
人
〉

の
実
践
的
調
査
手
法
』
日
本

経
済
新
聞
社
、二
〇
〇
六
年
。

　

最
後
は
、
主
と
し
て
経
営
学
の
分
野

で
、
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
や
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
精
力
的
に
進
め
、
そ
の
成
果
を

企
業
組
織
や
企
業
戦
略
の
研
究
に
見
事

に
生
か
し
た
研
究
者
が
、「
調
査
の
手

の
内
」
を
明
か
し
た
本
で
あ
る
。
こ
の

本
は
法
政
大
学
の
洞
口
が
、
二
年
間
に

わ
た
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
者
（
現
場

の
達
人
）
に
対
し
て
行
っ
た
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
記
録
を
ま
ず
編
集
し
、
そ
れ
に

本
人
が
手
を
加
え
た
う
え
で
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
。

　

選
ば
れ
た
達
人
は
計
七
名
。
地
域
研

究
者
の
私
も
末
席
に
加
え
て
い
た
だ
い

た
。
こ
の
七
名
と
は
、
藤
本
隆
宏
（
東

京
大
学
）、
和
田
充
夫
（
慶
應
義
塾
大

学
）、
三
品
和
弘
（
神
戸
大
学
）、
櫻
澤

仁
（
文
京
学
院
大
学
）、佐
藤
郁
哉
（
一

橋
大
学
）、
川
喜
多
喬
（
法
政
大
学
）、

末
廣
昭
で
あ
る
。
各
人
の
章
は
リ
サ
ー

チ
・
デ
ザ
イ
ン
と
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
方

法
の
ヒ
ン
ト
に
溢
れ
て
い
る
が
、
同
時

に
巻
末
に
付
さ
れ
た
洞
口
自
身
の
「
解

説
」
が
秀
逸
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
自
動
車
産
業
の
企
業
戦
略

や
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
論
で
有
名
な
藤

本
隆
宏
の
章
の
面
白
さ
は
、「
自
動
車

産
業
と
い
う
目
に
見
え
る
、
可
視
的
な

産
業
に
お
い
て
、
目
に
見
え
な
い
製
品

開
発
と
い
う
部
分
を
（
藤
本
が
）
研
究

テ
ー
マ
と
し
た
」
こ
と
に
あ
り
、「
目

に
見
え
る
も
の
の
観
察
か
ら
、
目
に
見

え
な
い
制
度
と
そ
れ
を
支
え
る
論
理
を

発
見
す
る
」
プ
ロ
セ
ス
が
生
き
生
き
と

語
ら
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。

　

こ
の
点
は
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
の
真
髄

で
あ
る
と
同
時
に
、
地
域
研
究
の
真
髄

で
も
あ
る
と
私
は
思
う
。対
象
が
政
治
、

農
業
、
産
業
、
企
業
に
関
係
な
く
、
地

域
研
究
者
が
目
指
す
の
は
見
て
き
た
こ

と
の
記
録
だ
け
で
は
な
く
、
目
に
見
え

な
い
制
度
や
仕
組
み
の
解
明
で
あ
り
、

そ
の
背
後
に
あ
る
論
理
や
価
値
観
の
解

明
に
あ
る
か
ら
だ
。
い
く
ら
統
計
手
法

が
発
達
し
て
も
、
こ
の
目
に
見
え
な
い

も
の
を
的
確
に
把
握
す
る
の
は
、
調
査

者
の
確
か
な
観
察
力
、豊
か
な
発
想
力
、

他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
高
さ
に
か
か
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
「
岩
倉
使
節
団
」
の
記
録
が
示
し
て

い
る
と
お
り
で
あ
る
。

　

結
局
の
と
こ
ろ
、
地
域
研
究
と
は
外

国
の
事
情
研
究
で
は
な
く
、
す
ぐ
れ
て

総
合
的
な
人
間
研
究
で
あ
り
、
自
分
た

ち
と
は
異
な
る
環
境
や
文
化
の
も
と
で

育
っ
た
「
他
者
」
を
理
解
す
る
学
問
で

あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
他
者
理
解
は
自

分
自
身
や
自
国
に
対
す
る
理
解
の
見
直

し
に
向
か
う
。
こ
こ
に
掲
げ
た
三
種
類

の
本
は
、
そ
う
し
た
こ
と
を
考
え
る
う

え
で
最
良
の
本
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

（
す
え
ひ
ろ　

あ
き
ら
／
東
京
大
学
社
会

科
学
研
究
所
﹇
ア
ジ
ア
経
済
社
会
論
﹈）
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